
船舶事故調査報告書 

 

                               平成２２年９月３０日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗船者死亡 

発生日時 平成２１年１１月２８日（土） ０８時３０分ごろ 

発生場所 不明（高知県土佐市宇佐漁港～同県横浪
よこなみ

半島東端の間） 

事故調査の経過  平成２１年１１月３０日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事

務所）ほか２人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者としての船長からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したた

め行わなかった。 

 事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

モーターボート 第二丸
まる

宮
みや

丸、５トン未満 

 ２８２－１０１１３高知、個人所有 

 ６.１４ｍ(Lr)×１.９１ｍ×０.９７ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関、５１.４９kＷ、昭和６０年２月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ７０歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

  免 許 登 録 日 昭和５０年１２月３日 

  免許証交付日 平成１７年８月１日 

         （平成２３年４月１８日まで有効） 

同乗者 男性 ６６歳 

二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

  免 許 登 録 日 昭和５３年１２月１日 

  免許証交付日 平成１８年４月４日 

         （平成２３年５月９日まで有効） 

 死傷者等 死亡 ２人（船長、同乗者） 

 損傷 大破 

 事故の経過  本船は、船長が、平成２１年１１月２８日０７時ごろ家を出て土佐市宇

佐漁港の係留場所に向かい、同漁港から同乗者１人とともに釣りの目的で

出港し、横浪半島の南岸沖に向かった。 

 

本船は、夕方になっても帰港しなかったので、船長の家族が１９時２１

分ごろ、海上保安庁へ１１８番通報し、翌２９日１１時２０分ごろ、本船

が横浪半島東端の岩場（土佐市白
しら

ノ
の

鼻
はな

灯台から０６８°（真方位、以下同

じ。）６０ｍ付近）に無人で乗り揚げているところを、捜索中の海上保安庁

の航空機により発見された。 

同乗者は、同日１２時１５分ごろ、白ノ鼻灯台から３３３°１４０ｍ

（船体発見場所の西北西方２２０ｍ）付近で、船長は、１２月２日１５時

２０分ごろ、同灯台から０８０°３００ｍ（船体発見場所の東方沖１７０

ｍ）付近において、救命胴衣未着用の状態でそれぞれ発見された。 
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船長及び同乗者の死因は溺水で、死亡推定時刻は、２８日０８時３０分

ごろとそれぞれ検案された。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西北西、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 不明 

 その他の事項  船体に衝突痕を示す塗料等の痕跡は認められなかった。 

 船内から救命胴衣２着が発見され、そのうちの１着に船長の氏名が記入

されていた。 

 船長及び同乗者のそれぞれの軽トラックは、本船の係留場所付近の岸壁

に駐車してあった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

不明 

不明 

 死因は、船長及び同乗者とも溺水であった。 

 本船は、船長及び同乗者が乗船し、平成２１年

１１月２８日朝に宇佐漁港を出航後、２９日１１

時２０分ごろ、横浪半島東端の岩場に無人で乗り

揚げているところを発見されたことから、この間

において、両人が落水したものと考えられるが、

落水した状況を明らかにすることはできなかっ

た。 

原因 本事故は、本船が宇佐漁港を出航後、船長及び同乗者が落水したことに

より発生したものと考えられる。 

 




